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『
隠
田
ノ
水
車
』（
お
ん
で
ん
の
す
い
し
ゃ
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
（
浮
世
絵
風

景
画
）『
冨
嶽
三
十
六
景
』
の
う
ち
の
1
枚
。
天
保
2

年
（
1
8
3
1
年
）
頃
の
作
品
。

　
隠お

ん

田で
ん

村む
ら

は
、
現
在
の
渋
谷
区
原
宿
あ
た
り
。
原
宿

は
、
か
つ
て
は
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
背
後
に
見
え

る
の
は
渋
谷
川
（
旧
隠
田
川
）
か
。
今
は
暗あ

ん

渠き
ょ

に
な

っ
て
し
ま
っ
た
渋
谷
川
は
、
玉
川
上
水
の
余
剰
水
を

受
け
て
い
た
た
め
に
豊
富
な
水
量
を
誇
り
、
往
時
に

は
た
く
さ
ん
の
水
車
が
あ
っ
た
。

　
画
面
左
側
に
は
水
車
か
ら
あ
ふ
れ
る
水
が
力
強
く

描
か
れ
て
お
り
、
画
面
右
側
に
は
対
照
的
に
静
か
に

た
た
ず
む
富
士
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
粉
を
挽
く
た
め
に
穀
物
が
入
っ
た
重
い
袋
を
担
ぎ

上
げ
る
男
た
ち
、
洗
い
物
を
す
る
女
た
ち
、
亀
を
つ

れ
て
遊
ぶ
子
供
の
姿
に
は
、
農
村
の
た
く
ま
し
い
生

活
感
が
あ
る
。
富
士
は
、
そ
ん
な
た
く
ま
し
い
庶
民

の
暮
ら
し
を
眺
め
て
い
る
。

　
北
斎
は
、
回
転
す
る
水
車
の
羽
根
で
次
々
に
運
ば

れ
、
水
路
へ
と
吐
き
出
さ
れ
て
い
く
水
の
様
子
を
描

き
た
か
っ
た
の
か
。
多
分
に
意
匠
化
さ
れ
た
水
流
表

現
だ
が
、
飽
か
ず
に
観
察
し
た
絵
師
の
眼
の
名
残
り

を
感
じ
る
。

　
渋
谷
区
立
神
宮
前
小
学
校
に
は
、
こ
の
隠
田
の
水

車
を
モ
デ
ル
に
し
た
復
元
模
型
が
あ
り
、
令
和
2
年

に
5
代
目
水
車
が
完
成
し
た
。
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

挨拶される長谷川署長様

増
強
目
標
数
は
設
定
し
な
い
で
、

支
部
役
員
、
支
部
会
員
の
皆
様
方

の
勧
奨
に
よ
り
入
会
し
た
場
合
に

1
社
に
つ
き
1
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
さ
ら
に
退
会
の
申
し
出
に
対

　
会
員
増
強
決
起
大
会
と
も
い
え

る
支
部
長
会
が
、
9
月
13
日
㈬
4

年
ぶ
り
に
亀
戸
天
神
社
参
集
殿
で

本
部
役
員
、
支
部
長
及
び
支
部
役

員
、
各
委
員
会
委
員
、
各
部
会
役

員
、
ご
来
賓
な
ど
48
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
松
本
会
長
が
「
こ
の
支

部
長
会
は
、
こ
の
時
期
に
各
法
人

会
で
開
催
し
て
い
る
。
ど
の
組
織

も
組
織
拡
大
は
極
め
て
重
要
な
こ

と
で
、
特
に
法
人
会
は
公
益
社
団

法
人
と
し
て
会
員
数
の
増
大
が
社

会
的
信
頼
に
繋
が
り
、
税
制
改
正

等
に
対
す
る
発
言
力
が
高
ま
る
。

本
年
度
も
組
織
を
あ
げ
て
会
員
増

強
に
取
り
組
み
た
い
。
会
員
の
皆

様
方
も
会
員
増
強
活
動
に
対
す
る

さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
岡
本
組
織
担
当
副
会

長
が
「
こ
こ
数
年
の
法
人
会
の
会

員
増
強
活
動
は
、
皆
様
の
懸
命
な

ご
努
力
と
は
裏
腹
に
、
毎
年
会
員

企
業
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　
本
年
度
も
、
支
部
ご
と
の
会
員

し
、
支
部
長
様
等
が
「
会
員
専
用

経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
等
を
活
用

し
て
慰
留
し
、
退
会
を
取
り
下
げ

た
場
合
に
も
1
社
に
つ
き
1
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
。

皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
会
員

増
強
運
動
が
実
り
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。」と
挨
拶

し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
長
谷
川
江
東
東
税
務
署

長
様
か
ら
、
当
会
に
対
し
、
日
頃

　
日
時
　
令
和
6
年
1
月
18
日
㈭
　
16
時
〜
19
時

　
会
場
　
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン 

　
会
費
　
5
、
0
0
0
円
（
※
第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会
参
加
の
場
合
）

第
1
部
　
新
春
講
演
会 （
16
時
〜
17
時
10
分
）―
江
東
東
法
人
会
主
催
―

　
　
演
題
　「
不
器
用
な
私
が
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
れ
た
思
考
力
」

　
　
　
　 

〜「
謙
虚
」と「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」が
生
み
出
す
目
標
達
成
方
法
〜

　
　
講
師
　
東
京
五
輪
2
0
2
0
　
ボ
ク
シ
ン
グ
女
子
フ
ェ
ザ
ー
級

　
　
　
　
　
金
メ
ダ
リ
ス
ト
　
入い

り

江え

　
聖せ

奈な

　
氏

第
2
部
　
2
0
2
4
年
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
共
同
宣
言
（
仮
称
）

　
　
　
　
　（
17
時
20
分
〜
18
時
）

第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会
（
18
時
〜
19
時
）

　
　
　
　
―
税
務
協
力
6
団
体
で
構
成
す
る
江
東
東
税
務
親
和
会
主
催
―

　
日
時
　
令
和
6
年
2
月
19
日
㈪
　
16
時
〜
17
時
30
分

　
会
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
　
5
階
研
修
室
（
予
定
）

　
演
題
　
サ
イ
バ
ー
担
当
元
刑
事
が
教
え
る

　
　
　
　「
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
・
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
手
口
と
対
策
」

　
講
師
　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
・
薬
物
銃
器
犯
罪
専
門
家

　
　
　
　
森も

り

　
雅ま

さ

人と

　
氏

※
詳
細
は
、
江
東
東
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
5
年
度

　
会
員
増
強
決
起
大
会
開
く

か
ら
の
税
務
行
政
に
対
す
る
協
力

へ
の
謝
意
と
会
員
増
強
活
動
に
対

す
る
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、
岡
本
副
会
長
か
ら
、

本
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、
会

員
増
強
月
間
は
9
月
〜
12
月
ま
で

と
し
、
具
体
的
に
は
①
9
月
中
に

各
支
部
に
お
い
て
役
員
会
を
開
催

し
て
、
未
加
入
法
人
へ
の
加
入
勧

奨
の
行
動
計
画
等
の
立
案
②
本

部
・
支
部
役
員
各
1
人
が
1
社
の

加
入
勧
奨
の
励
行
③
委
員
会
委
員
、

部
会
役
員
は
、
所
属
支
部
の
加
入

勧
奨
へ
の
応
援
④
他
支
部
の
未
加

入
法
人
の
う
ち
、
知
り
合
い
の
経

営
者
が
い
た
場
合
の
支
部
を
超
え

て
の
加
入
勧
奨
の
励
行
⑤
本
年
度

の
会
員
増
強
活
動
に
お
い
て
、
ポ

イ
ン
ト
上
位
5
支
部
を
来
年
の
通

常
総
会
で
表
彰
す
る
な
ど
を
説
明

し
た
。

　
次
に
、
受
託
保
険
会
社
の
法
人

会
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
東
東

京
支
社
の
山
本
支
社
長
、
A
I
G

損
害
保
険
㈱
の
刈
谷
法
人
会
戦
略

推
進
部
長
及
び
平
野
営
業
第
一
課

長
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
㈱
東

京
総
合
支
社
の
楠
田
支
社
次
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会

経
営
研
修
会
　
　
参
加
費
：
無
料

〔
講
師
略
歴
〕
2
0
0
0
年
10
月
9
日
鳥
取
県
米
子
市
生
ま
れ
。
小
学
2
年
生
の
時

に
読
ん
だ
小
山
ゆ
う
の
ボ
ク
シ
ン
グ
漫
画
「
が
ん
ば
れ
元
気
」
の
影
響
で
ボ
ク
シ

ン
グ
ジ
ム
に
入
門
。
中
学
校
で
は
陸
上
部
に
所
属
し
1
年
生
で
全
国
中
学
駅
伝
に

出
場
。
そ
の
後
、
高
校
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
に
専
念
し
2
，
3
年
の
全
日
本
女
子
選

手
権
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
を
連
覇
。
国
際
大
会
で
も
2
0
1
8
年
、
世
界
ユ
ー
ス
選
手

権
に
て
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
日
本
体
育
大
学
在
学
中
の
2
0
2
1
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ボ
ク
シ
ン
グ
女
子
フ
ェ
ザ
ー
級
に
出
場
し
、
日
本
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
と
し
て
史
上
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
。

競
技
引
退
後
は
、カ
エ
ル
の
研
究
の
為
、東
京
農
工
大
学
院
に
進
学
す
る
な
ど
、文

武
両
道
の
夢
に
向
か
っ
て
走
る
ア
ス
リ
ー
ト
だ
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

▼
青
年
部
会
に

入
っ
た
き
っ
か

け
は
、
某
支
部

長
を
務
め
て
い

た
亡
き
父
か
ら

突
然
「
お
前
の
名
前
、
青
年
部
に

書
い
て
き
た
か
ら
。」と
言
わ
れ
た

か
ら
だ
。
青
年
部
っ
て
何
？
と
、

何
も
分
か
ら
ず
入
会
し
て
か
ら
、

約
40
年
。
お
陰
で
良
い
先
輩
、
後

輩
に
恵
ま
れ
、
今
も
交
流
が
続
い

て
い
る
。
両
親
と
妻
の
葬
儀
も
お

手
伝
い
頂
い
た
。
あ
る
先
輩
は
、

子
供
達
が
幼
稚
園
に
入
る
時
も

色
々
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

▼
青
年
部
会
と
共
に
人
生
歩
ん
で

き
て
、
今
年
私
は
70
歳
に
な
っ
た
。

「
青
年
」
だ
っ
た
の
に
び
っ
く
り
。

（
で
も
気
持
ち
は
30
代
！
）

▼
15
周
年
記
念
研
修
旅
行
で
伊
勢

神
宮
鳥
羽
を
訪
れ
た
時
、
食
事
処

の
歓
迎
看
板
に
「
江
東
東
法
事・
会

御
一
行
様
」
の
表
記
。（
本
当
は

人・
）
あ
れ
は
笑
っ
た
。
忘
れ
ら
れ

な
い
。
ま
た
全
国
青
年
の
集
い
広

島
大
会
で
、
往
復
の
車
中
、
皆
ベ

ロ
ベ
ロ
に
酔
い
大
騒
ぎ
。
車
掌
に

注
意
さ
れ
た
事
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

青
年
部
会
に
入
っ
て
良
か
っ
た
。

の
か
？
… 

良
か
っ
た
‼ 

（
寺
）

　
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総

連
合
（
略
称
「
全
法
連
」）
主
催
の

第
39
回
法
人
会
全
国
大
会
が
10
月

18
日
㈬
高
崎
市
の
「
高
崎
芸
術
劇

場
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
1
部
の
記
念
講
演
は
日
本
通

信
㈱
代
表
取
締
役
社
長
、
公
立
大

学
法
人
前
橋
工
科
大
学
理
事
長
の

福
田
尚
久
氏
を
講
師
に
招
き
「
好

機
到
来
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

　
第
2
部
の
式
典
で
は
、
小
林
栄

三
全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
、
住
澤
整
国
税
庁
長
官
等
か
ら

来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
、
飯
野
光
彦
全
法
連
税
制

委
員
長
か
ら
令
和
6
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
の
報
告
が
あ
り
、

令
和
6
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
次
の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。

〇
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。

負
担
を
先
送
り
せ
ず
現
世
代
で
解

決
を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担

を
抑
制
し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し

な
い
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

〇
経
済
再
生
に
は
中
小
企
業
の
力

が
不
可
欠
。
健
全
な
経
営
に
取
り

組
む
企
業
に
実
効
性
あ
る
支
援

を
！

〇
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用

の
担
い
手
。
本
格
的
な
事
業
承
継

税
制
の
創
設
を
！

　
そ
の
後
、
鹿
児
島
法
人
会
青
年

部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
事

例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
野
坂
文
雄
全
法
連
筆

頭
副
会
長
に
よ
り
、
大
会
宣
言
が

行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　（
要
旨
）

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の

大
会
宣
言

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営

者
の
団
体
」
と
し
て
、「
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
」や
租
税
教
育
、企

業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
に
資
す
る
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
の
普
及
な
ど
、
税
を

中
心
と
す
る
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
な
が
ら
、
広
く
社
会
へ
貢
献

し
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
社
会
経
済
活
動
に
大

打
撃
を
与
え
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
ほ

ぼ
収
束
し
、
急
激
な
物
価
上
昇
も

一
時
に
比
べ
、
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
政
府
が
打
ち
出

し
た
少
子
化
対
策
や
防
衛
力
の
抜

本
強
化
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
具

体
的
な
内
容
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、

安
定
性
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
さ
ら
に
積
み
上
が
っ
た
国
債

残
高
は
先
進
国
で
も
突
出
し
て
お

り
、
返
済
計
画
の
策
定
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　
歳
出
だ
け
を
先
行
さ
せ
財
源
論

が
置
き
去
り
に
な
っ
た
ま
ま
で
は
、

財
政
規
律
の
毀
損
が
決
定
的
と
な

り
か
ね
な
い
。
ま
ず
は
2
0
2
5

年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字

化
目
標
を
確
実
に
達
成
し
、
そ
の

後
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
も
並

行
し
て
議
論
を
開
始
す
べ
き
で
あ

る
。

　
ま
た
、
今
月
か
ら
導
入
さ
れ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
事
業
者
の

事
務
負
担
増
や
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
と
免
税
事
業
者
と
の
取
引

に
変
化
が
生
じ
る
と
言
っ
た
懸
念

が
あ
る
。
政
府
は
、
国
民
や
事
業

者
へ
の
影
響
を
検
証
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
制
度
の
是
非
を
含
め
て
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

　
地
域
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
で

あ
る
中
小
企
業
に
は
、
実
効
性
あ

る
税
財
政
上
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
法
人
会
は
、「
中
小
企
業
の
活

性
化
に
資
す
る
税
制
」、「
事
業
承

継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」
等
を
中

心
と
す
る
「
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　
創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上

に
努
め
て
き
た
法
人
会
は
、
全
国

の
会
員
企
業
の
総
意
と
し
て
、
以

上
宣
言
す
る
。

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

税制改正に
関する提言

「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」

「
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」
を
求
め
る
!!

全
国
大
会
・
群
馬
大
会

挨拶する小林会長
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店
　

49

鉄
板
焼
ス
テ
ー
キ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
（
コ
バ
）

亀
戸
第
7
支
部
　
髙
安
支
部
長

髙安支部長

KOBAさん入口
大きな茶色い看板と
ステーキのノボリが目印

大人気 おすすめ！ ランチAセット
ステーキ＆ハンバーグ　1,450円

オーナー兼シェフの小林さん
目の前で調理する姿がカッコイイ！

ハーブソルトで味付
皮をパリッと焼き上げた
チキンステーキ　850円

フレッシュ野菜と
たっぷりのお肉が嬉しい
スモークフレーバーソースの
牛タタキのサラダ  680円

ボリューム満点！ コスパ最強！
ご飯に乗せて食べたくなる
牛スジ豆腐　560円

圧力鍋でじっくり煮込んだ
トロトロのお肉がたっぷりの
絶品！ ビーフシチュー　980円

髙安支部長さん  おすすめ！！ 
黒毛和牛リブロース 200ｇ　3,980円

本
格
的
に
鉄
板
焼
の
道
に
進
み
10

年
間
修
業
し
た
後
に
独
立
し
た
職

人
気
質
な
シ
ェ
フ
だ
。
奥
様
の
す

み
江
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
味
の
研

究
を
重
ね
、
人
気
の
鉄
板
焼
屋
さ

ん
と
な
っ
て
い
る
。

　
亀
戸
第
7
支
部
・
髙
安
支
部
長

さ
ん
が
支
部
や
町
会
の
集
ま
り
、

ま
た
個
人
的
に
も
利
用
す
る
お
店

「
鉄
板
焼
ス
テ
ー
キ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」さ

ん
を
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
。

　
お
店
は
Ｊ
Ｒ
「
亀
戸
駅
」
東
口

か
ら
京
葉
道
路
を
左
へ
進
み
、
丸

八
通
り
を
右
折
し
た
左
側
「
竪
川

大
橋
北
詰
」
都
バ
ス
停
前
に
あ
る
。

　
お
店
の
創
業
は
平
成
28
年
で
、

店
主
の
小
林
さ
ん
は
、
50
歳
か
ら

　
店
内
は
、
鉄
板
の
周
り
を
囲
む

よ
う
に
カ
ウ
ン
タ
ー
8
席
が
あ
り
、

テ
ー
ブ
ル
席
2
卓
の
他
、
小
上
が

り
が
あ
る
。
特
に
カ
ウ
ン
タ
ー
席

は
目
の
前
で
小
林
シ
ェ
フ
の
華
麗

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
め
る

た
め
人
気
の
お
席
だ
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
サ
ー
ロ
イ
ン
、ヒ
レ
、

ハ
ラ
ミ
、
イ
チ
ボ
、
ミ
ス
ジ
、
牛

タ
ン
な
ど
好
み
に
応
じ
て
1
0
0

ｇ
か
ら
選
べ
、絶
品
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ

ー
ス
と
の
相
性
抜
群
の「
ハ
ン
バ
ー

グ
」は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
味
わ
い
深
い
。

ハ
ー
ブ
ソ
ル
ト
で
味
付
け
た「
チ
キ

ン
ス
テ
ー
キ
」
も
人
気
。
全
て
鉄

板
で
カ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
の
で
お

箸
で
い
た
だ
け
る
の
も
嬉
し
い
。

連　　載

　
お
得
な
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

「
牛
ス
テ
ー
キ
と
チ
キ
ン
ス
テ
ー

キ
」
や
「
牛
ス
テ
ー
キ
と
ハ
ン
バ

ー
グ
」
な
ど
組
合
せ
が
数
種
類
と

グ
ラ
ム
数
も
選
べ
、
サ
ラ
ダ
、
味

噌
汁
、
お
新
香
、
ご
飯
が
付
き
コ

ス
パ
最
強
‼
と
大
人
気
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
「
牛
タ
タ
キ
の
サ

ラ
ダ
」「
牛
ス
ジ
豆
腐
」「
海
鮮
焼

き
」
の
他
、
じ
っ
く
り
と
煮
込
ん

だ
「
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
」
も
人
気
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
キ
ソ
ー
ス
も

3
種
類
あ
り
ど
れ
も
お
ス
ス
メ
。

　
小
林
シ
ェ
フ
は
「
お
一
人
様
で

も
ご
家
族
様
で
も
ゆ
っ
く
り
と
寛

げ
る
家
庭
的
な
鉄
板
焼
屋
で
す
。

夜
で
も
、
お
得
な
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ

ー
の
ご
注
文
Ｏ
Ｋ
で
す
‼
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。

住
所
：
亀
戸
7
-49
-4

電
話
：
3
6
8
4
-4
1
2
9

営
業
：
11
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
17
時
〜
21
時

休
日
：
火
曜
日

KAMEIDO
CLOCK

首都高速7号小松川線

中央通り商店街

京葉道路

丸
八
通
り

〒

城東

消防署

JR亀戸駅

レンタカー

亀戸
水神駅 亀戸中央公園亀 戸 線

公
園

都バス
竪川大橋北詰
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

　
当
会
、
副
会
長
の
細
谷
貞
治
氏

が
税
務
功
労
者
主
税
局
長
表
彰
受

贈
の
栄
に
浴
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
細
谷
氏
は
、
平
成
2
年
亀
戸
第

細
谷
貞
治
副
会
長

　
税
務
功
労
者
主
税
局
長
表
彰
受
賞

細谷副会長

豊
田
芳
博
常
任
理
事

　
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
受
賞

　
10
月
12
日
㈭
　
江
東
東
法
人

会
主
催
で
、
第
3
回
「
法
人
会
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
開
催
さ
れ

た
。

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

青空の下で集合写真

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊田常任理事

　
当
会
、
常
任
理
事
の
豊
田
芳
博

氏
が
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長

感
謝
状
受
贈
の
栄
に
浴
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
豊
田
氏
は
、
平
成
17
年
5
月
に

理
事
、
広
報
委
員
、
令
和
3
年
6

月
に
常
任
理
事
、
広
報
委
員
長
に

就
任
し
、
当
会
の
運
営
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

　
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感

謝
状
贈
呈
式
は
、
来
る
11
月
9
日

㈭
に
東
京
都
江
東
都
税
事
務
所
で

実
施
さ
れ
る
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

一
支
部
長
、
平
成
13
年
5
月
に
常

任
理
事
、
組
織
副
委
員
長
、
平
成

29
年
6
月
に
税
制
税
務
担
当
副
会

長
に
就
任
し
、
当
会
の
運
営
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
5
年
度
の
表
彰
式
典
は
10

月
30
日
㈪
に
東
京
都
庁
で
行
わ
れ

た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

第
3
回
　
法
人
会
主
催
　
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　
茨
城
県
稲
敷
市
に
あ
る
「
ザ
・

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
が
開
催
地
。
天
気
は
ゴ
ル
フ

日
和
の
晴
天
で
、
参
加
者
20
名
は

張
り
切
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
第
3
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ

の
参
加
者
は
、
江
東
東
法
人
会
　

役
員
、
法
人
会
会
員
、
江
東
東
優

法
会
、
江
東
東
間
税
会
、
税
理
士

会
の
ゴ
ル
フ
好
き
な
会
員
の
方
々

で
あ
る
。

　
競
技
方
法
は
、
新
ぺ
リ
ア
方
式

で
、
同
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
ロ
ー
ハ

ン
デ
ィ
ー
・
高
年
齢
順
で
行
い
、

ニ
ア
ピ
ン
、
ド
ラ
コ
ン
、
そ
の
他

の
ゲ
ー
ム
有
で
行
わ
れ
た
。

　
さ
て
、
気
に
な
る
結
果
は
、
優

勝
及
び
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
神
崎
努
さ

ん
（
天
祖
神
社
）
ネ
ッ
ト
75
・
6
、

グ
ロ
ス
84
、
2
位
渋
谷
正
己
さ
ん

（
髙
安
ビ
ニ
ー
ル
㈱
）
ネ
ッ
ト
75・

6
、
グ
ロ
ス
1
0
2
、
3
位
秋
山

恭
一
郎
さ
ん
（
秋
山
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
）
ネ
ッ
ト
75
・
8
、
グ

ロ
ス
89
で
あ
る
。

　
ニ
ア
ピ
ン
賞
は
、
山
下
信
也
さ

ん（
栄
鋼
管
㈱
）、岡
本
隆
一
さ
ん

（
二
葉
商
事
㈱
）、
宮
崎
文
幸
さ
ん

（
㈱
宮
崎
商
店
）。
ド
ラ
コ
ン
賞
は
、

秋
山
恭
一
郎
さ
ん
（
秋
山
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）、松
本
光
史
さ
ん

（
松
本
寝
具
㈱
）
が
獲
得
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
大
波
賞
、
水
平
賞
、

猛
打
賞
、
当
月
賞
、
Ｂ
Ｂ
賞
等
が

贈
ら
れ
た
。

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
表
彰
式
で

は
、
宮
崎
文
幸
さ
ん
と
山
下
信
也

さ
ん
が
司
会
進
行
を
し
、
参
加
者

全
員
に
賞
品
が
配
ら
れ
た
。

　
こ
の
度
の
法
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
今
後
も
、
参
加
者
を
増

や
し
同
じ
江
東
東
税
務
署
管
内
に

て
事
業
を
営
む
経
営
者
等
と
し
て

更
な
る
親
睦
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
会
員
交
流
会
に
な
る
よ

う
開
催
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
次
の
第
4
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開

催
の
際
に
は
、
当
会
行
事
予
定
及

び
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
上
手
い
下
手
関
係
な
く
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2位の渋谷さんと司会者 優勝の神崎さんと司会者
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スマートフォン等でe‒Taxがご利用いただけます。
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e­Taxなら、ネットで自宅・オフィスからラクラク申告できます�
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管内法人数　4,225社　　法人会員数　1,321社　　加入率　31.27％（令和 5年 9月30日現在）
バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／／／www.koto-higashi-h.or.jp／／

 
令
和
5
年
度
労
働
保
険

　 
未
手
続
事
業
一
掃

　
　 
強
化
期
間

（
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
）　

  「
労
働
保
険
は

　  

働
く
皆
さ
ん
を

　  

　
守
り
ま
す
」

　
木
場
公
共
職
業
安
定
所
、
亀
戸

労
働
基
準
監
督
署
に
お
き
ま
し
て

は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
」と
定
め
、労

働
保
険
制
度
の
周
知
、
啓
発
活
動

等
を
行
い
、
未
手
続
事
業
の
解
消

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
今
後
と
も

未
手
続
事
業
の
解
消
に
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
場
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
適
用
課
　
　

電
話 

0
3
-3
6
4
3
-8
6
0
6

亀
戸
労
働
基
準
監
督
署
　
労
災
課

電
話 

0
3
-3
6
3
7
-8
1
3
2

　
11
月
は
個
人
事
業
税
第
2
期
分

の
納
期
で
す

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
付
書
に
よ
り
、お
納
め
く

だ
さ
い
。

　
都
税
の
納
付
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
が
お
す
す
め
で
す
。

　
口
座
振
替・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会
　
江
東
区
亀
戸
2
―
17
―
15
　
☎︵
3
6
8
4
︶2
3
0
3 

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
3
6
8
4
︶2
3
0
5 

発
行
人 

松
本
光
史
　
編
集
人 

溝
呂
木
真
　
印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱
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内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページをご覧に
なってください。
◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。TEL 03‒3684‒2303

2日㈭ 源泉部会　年末調整説明会　　　　　　　　　　　第 1部
　　内容；年末調整のしかた　　講師：税理士　　第 2部

午　後　 2 　時
午後 3時30分

カメリアプラザ
〃

6日㈪ 亀戸西三・東三支部合同研修会 午　後　 6 　時 亀戸西地区集会所
7日㈫ 無料記帳指導・税務相談

新設法人説明会
午　前　10　時
午後 2時30分

法 人 会 館
法 人 会 館

8日㈬ 亀戸西六・東六支部合同研修会 午　後　 6 　時 亀戸西六町会会館
9日㈭ 第37回　全国青年の集い　山形大会 や ま ぎ ん 県 民 

ホ ー ル
14日㈫ 「税を考える週間」税務署長講演会 午　後　 4 　時 亀 戸 天 神 社 

参 集 殿
16日㈭ インボイス制度説明会（免税事業者）

　及び登録要否相談会
午後 2時30分 法 人 会 館

17日㈮ 納税表彰式 午後 2時30分 カメリアプラザ
21日㈫ インボイス制度説明会（免税事業者）

　及び登録要否相談会
午後 2時30分 法 人 会 館

25日㈯ ウォーキング教室 午前 9時30分 上 野 恩 賜 公 園

5日㈫ 税務研究部会研修会
　　内容：「スマホで確定申告」（仮）
　　講師：江東東税務署担当官

午後 3時30分 法 人 会 館

6日㈬ 女性部会研修会
　　内容：「〔国税版〕女性活躍とワークライフバランス
　　　　　推進について」
　　講師：江東東税務署　署長　長谷川　長　様

午　後　 4 　時 アンフェリシオン

7日㈭ 決算法人説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
12日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
13日㈬ 第 4回理事会

e‒Tax推進協議会
午後 3時30分
午後 4時30分

アンフェリシオン
〃

14日㈭ インボイス制度説明会（免税事業者）
　及び登録要否相談会

午後 2時30分 法 人 会 館

19日㈫ インボイス制度説明会（免税事業者）
　及び登録要否相談会

午後 2時30分 法 人 会 館

7月
16日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
18日㈭ 新春講演会・新年賀詞交歓会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
26日㈮ 源泉部会 ・税務研究部会 合同研修会

　　内容：未定　　講師：未定
午　後　 3 　時 法 人 会 館

11月

12月

1月


